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フランクリン･テンプルトン･インベストメンツ株式会社 
東京都港区六本木1丁目9番10号 

<お問い合わせ先> 

お客様ダイヤル 

電話番号：03-6230-5699 

受付時間：9:00～17:00 

(土･日･祝日および12月31日･1月2日･1月3日を除きます。) 

https://www.franklintempleton.co.jp/ 

お客様の口座内容などに関するお問い合わせは、お申込み

された販売会社までお願い申し上げます。 
 

  テンプルトン世界債券ファンド 
限定為替ヘッジコース 
為替ヘッジなしコース 

毎月分配型・為替ヘッジなしコース 

（愛称：地球号） 
限定為替ヘッジコース/為替ヘッジなしコース 

第 18期（決算日 2019年12月20日） 
毎月分配型・為替ヘッジなしコース 
第102期（決算日 2019年７月22日） 
第103期（決算日 2019年８月20日） 
第104期（決算日 2019年９月20日） 
第105期（決算日 2019年10月21日） 
第106期（決算日 2019年11月20日） 
第107期（決算日 2019年12月20日） 

運 用 報 告 書（全体版） 
 ■■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／債券 

信託期間 無期限 

運用方針 

主として、世界各国（新興国を含む）の国債およ
び政府機関債等に実質的な投資を行い、投資信託
財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざし
て運用を行います。 

主な投資対象 

主として、以下の外国投資証券および投資信託受
益証券に投資を行います。 
「フランクリン・テンプルトン・インベストメン
ト・ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボン
ド・ファンド（ルクセンブルク籍投資法人）」 
「日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」 

組入制限 

投資信託証券および短期金融商品（短期運用の有
価証券を含みます。）以外への直接投資は行いま
せん。 
投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 
同一銘柄の投資信託証券への投資割合には制限を
設けません。 

分配方針 

毎決算時（限定為替ヘッジコース／為替ヘッジな
しコースは毎年６月および12月の20日（休業日の
場合は翌営業日）、毎月分配型・為替ヘッジなし
コースは毎月20日（休業日の場合は翌営業日））に、
基準価額水準、市況動向等を勘案して収益分配金
額を決定します。 
分配対象収益が少額の場合には分配を行わないこ
とがあります。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、委
託者の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行
います。 
なお、毎月分配型・為替ヘッジなしコースは６月
および12月以外の月の決算時の分配について
は、原則として配当等収益を中心とするものと
します。 

 

受益者の皆様へ 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「テンプルトン世界債券ファンド」は2019年12月20日
に決算（限定為替ヘッジコース／為替ヘッジなしコースは
第18期、毎月分配型・為替ヘッジなしコースは第107期）を
行いました。ここに、限定為替ヘッジコース／為替ヘッジ
なしコースの第18期、毎月分配型・為替ヘッジなしコース
の第102期から第107期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申し上
げます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース 
 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

14期(2017年12月20日) 11,164 10 △1.2 98.7 5,684 

15期(2018年６月20日) 10,767 10 △3.5 98.7 5,156 

16期(2018年12月20日) 10,866 10 1.0 98.8 5,039 

17期(2019年６月20日) 11,002 10 1.3 98.7 5,043 

18期(2019年12月20日) 10,478 10 △4.7 99.4 4,543 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 

 

○当期中の基準価額の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2019年６月20日 11,002 － 98.7 

６月末 10,955 △0.4 98.7 

７月末 11,103 0.9 98.7 

８月末 10,472 △4.8 98.7 

９月末 10,533 △4.3 98.7 

10月末 10,493 △4.6 98.9 

11月末 10,437 △5.1 99.2 

(期  末)    

2019年12月20日 10,488 △4.7 99.4 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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○運用経過 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2019年６月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY-H1」（以下、ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラスといいます。）の分配金再

投資基準価額が値下がりしたことから、当ファンドの分配金再投資基準価額は下落しました。詳しくは後掲の

「■投資環境」をご参照ください。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 

・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

・米ドル売り円買いの為替予約取引等による為替ヘッジコスト 

 

 

（債券市場） 

当期、米国では、米中貿易摩擦の激化や世界的な景気減速の懸念を受け、米国10年国債利回りは低下（債券

価格は上昇）しました。また、新興国の長期金利の利回りも全般に低下しました。 

米国の債券市場では、期首から2019年７月下旬にかけては、米国10年国債利回りは概ね2.0％台で推移して

いましたが、８月初に米国が中国製品への制裁関税「第４弾」を発表したことを受けて米中貿易摩擦激化への

懸念が高まったことなどから、利回りは８月末にかけて1.4％台まで大幅に低下しました。９月以降は、米中

貿易交渉の進展期待や堅調な米国経済指標の発表を受け、利回りは終始上昇基調が続いたものの、結局、米国

10年国債利回りは、期首を下回る1.9％台前半で期末を迎えました。 

当期、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）は2019年７月開催の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で10年半ぶりと

なる利下げ（0.25％）を実施し、その後も９月と10月にそれぞれ0.25％の利下げを行いました。 

欧州の債券市場では、欧州の景気減速懸念が強まるなか、英国の欧州連合（ＥＵ）離脱（ブレグジット）を

巡る混迷やイタリアの財政問題に対する懸念などから、ドイツ10年国債利回りは期首の－0.3％台前半からや

や上昇し－0.2％台半ばで期末を迎えました。 

新興国の債券市場では、主要先進国が金融緩和姿勢に転じたことや世界的な景気減速懸念が強まるなか、長

期金利の利回りは全般に低下しました。 

 

（外国為替市場） 

当期、米ドルの対円相場は期首の１米ドル107円台前半から109円台半ばへとドル高円安となりました。 

期首から2019年７月下旬にかけては、米国で雇用統計や消費関連を中心に好調な経済指標が発表されたこ

となどを受け、１米ドル108円台後半までドル高円安が進んだものの、８月初に米国が中国製品への制裁関税

「第４弾」を発表したことなどから、投資家のリスク回避姿勢が強まり、８月末にかけて１米ドル105円台まで

円高ドル安が進行しました。 

９月以降は、米中通商協議の進展や良好な経済指標などを受けて概ね米ドルが強含む展開が継続し、結局、

米ドルの対円相場は期首を上回る109円台半ばで期末を迎えました。 

ユーロは、米ドルに対しては軟調となりましたが、円に対しては期首とほぼ同水準で期末を迎えました。ま

た、新興国通貨は全般にまちまちな展開となりました。 

 

  

投資環境 
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（テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」を高位に組入れました。また、

「日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

当期末の組入比率は、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」が

99.3％、「日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」が0.1％となりました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、日本19.1％、ブラジル11.8％、韓国10.2％、インド9.7％、メキシコ9.6％

となりました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、米ドル72.0％、円41.3％、ブラジルレアル11.8％となる一方で、ユーロ－40.3％、

豪ドル－16.3％となりました。 

 

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格69.1％、非投資適格14.8％、その他16.1％となりました。 

 

（2019年11月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

 

当期の収益分配につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して次表の通りとさせていただきました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第18期 

2019年６月21日～ 
2019年12月20日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.095％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,842  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」および「日本短期債券ファン

ド（適格機関投資家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定

為替ヘッジ・クラス」への投資比率は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス） 

○市場見通し（2019年11月末時点） 

地政学リスクと貿易摩擦、ポピュリズムと政治の二極化、先進国の歯止めなき財政ファイナンス、低金利と

インフレリスクの過小評価、リスク資産の過大評価等々、現在様々な要因が金融市場に影響を及ぼしているな

か、金融市場はこれらの要因から生じるリスクに対し、脆弱であると考えています。ファンドでは、引き続き

金利リスクに対するヘッジとして、長期ゾーンの米国国債に対するマイナスデュレーションのポジションを

維持し、特定の新興国市場のポジションを減らしています。 

欧州では、製造業や投資が低迷し、経済成長に減速の兆しが見られます。コア消費者物価指数に基づくイン

フレ率は2019年11月、前年比＋1.3％と低水準にとどまりました。９月に欧州中央銀行（ＥＣＢ）は2020年の

経済成長見通しおよびインフレ見通しを下方修正し、国内総生産（ＧＤＰ）成長率はこれまでの＋1.4％から

＋1.2％、インフレ率は1.4％から1.0％へとそれぞれ引き下げました。ＥＣＢはインフレ率が目標である２％

分配金 
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に近づくまでは量的緩和（ＱＥ）プログラムを継続すると示唆していることから、2020年はＱＥ継続が必要な

状況になるとの見方をしているようです。ユーロ圏の経済成長は米国よりも軟調な見通しとなることに加え、

金利格差を勘案すると、今後もユーロは米ドルに対し軟調に推移するものと考えます。また、ユーロは、イタ

リアの債務拡大および同国の銀行部門への懸念といった様々な構造的な政治リスクに対し脆弱な状況です。

ブレグジット問題も依然欧州圏内の不透明感に繋がっています。11月には、ＥＣＢ総裁にラガルド氏が着任し

たことに加え、欧州委員会の委員長にドイツ国防相のライエン氏が就くなど、欧州のリーダーの交代が相次ぎ

ました。 

新興国市場では、一部の新興国の中に、国内経済が堅調で、貿易の混乱を含むグローバルなショックに対す

る対応力を示してきた国が見られます。特定の新興国、すなわち、外部ショックに対して比較的強靭で、より

内需主導型の経済構造を持つ国、正統的な財政・金融政策を行っている国に注目しています。20年前であれば、

これらの新興国の多くは、保護貿易主義の動き、商品価格の下落、為替の大幅変動が同時に発生すれば、その

状況を克服することは困難であったかもしれません。しかし、今日では、こうした外部ショックへの脆弱性を

大幅に低減させている国も見られます。足元では新興国全般に対しやや慎重なスタンスにシフトしています

が、一部の新興国市場の資産価格は上昇余地があるとみており、選別的に投資していく方針です。 

ブラジルでは、2019年10月に年金改革法案が上院で可決されました。これにより、財政負担が今後10年間で

総額8,000億ブラジルレアル抑えられる見通しで、テメル前大統領の改革法案の約２倍規模の削減となります。

財政が安定化することで、他の重要な分野への投資拡大が見込まれます。またこの改革により企業部門の環境

やセンチメントも改善され、足元では停滞している内需の拡大も期待されます。年金改革法案が可決されたこ

とで、議会では今後、税制、国営企業の民営化、貿易などの分野における追加の財政改革に重点的に取り組む

ことが必要となってきます。総じて、ブラジルには過去の国家による介入政策の失敗を乗り越え、国を前進さ

せようという強い政治的意思が見られます。現在進行している構造改革は、国内経済の成長を後押しすること

が見込まれます。ブラジルの中央銀行は正統的な政策を実施し、かつ独立性を保っており、財務省も適切な政

策に取り組んでおり、ブラジルのファンダメンタルズは引き続き改善傾向にあります。現地通貨建て債券のリ

スク調整後利回りは、6.9％近辺（10年国債、11月末現在）であり、引き続き魅力的と考えています。 

メキシコは、ここ数年進められてきた財政再建の流れを維持すると考えます。米国トランプ大統領が散発的

に発する関税発動の恐れはリスク要因として残るものの、米国とメキシコの強固なサプライチェーンに鑑み、

深刻な貿易摩擦は回避できるとみています。運用チームでは引き続き、現政権の政策課題への取り組みを注意

深く評価・分析していますが、今のところ、中央銀行の独立性は保たれ、2020年の合理的な予算案のもと、体

制面は引き続き強固です。メキシコ経済は、海外および国内要因（原油生産量の落ち込みなど）双方からの影

響を受け、やや減速していますが、メキシコ銀行（中央銀行）は景気の下支えのため利下げに動いています。

今後も追加利下げが行われると予想しています。現地通貨建て債券の短期ゾーンのリスク調整後利回りは

6.9％近辺（１年満期、11月末現在）と、引き続き魅力的と考えています。一方、メキシコペソについては、

複数の不透明要因があるとみて、通貨エクスポージャーを以前に比べ低下させています。 

インドネシアでは、2019年４月の大統領選挙で現職のジョコ・ウィドド大統領が勝利したことから、現在進

行中の政策の持続性、適正かつ安定的な政策運営の継続が見込まれます。インドネシア政府は経済成長を促進

するため、新たなインフラ投資計画を発表しました。2019年７-９月期の実質ＧＤＰの伸び率が5.0％以上を維

持するなど、力強い経済成長が続いています。インドネシアの経済構造は、経済成長要因の分散化と国内の経

済開発の加速を目指した過去10年に亘る構造改革の恩恵を受けています。同国はここ数年、政策の一貫性と透
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明性の向上による恩恵を受けています。適切かつ正統的な政策の一例として、インドネシアの中央銀行は全般

的な米ドル高に対し自国通貨を防衛する目的で、2018年５月から11月にかけ、政策金利を175bp（1.75％）引

き上げました。ＦＲＢが金融緩和へシフトしたことにより、インドネシア銀行（中央銀行）は2019年７月から

４ヵ月連続で政策金利の引き下げを行っています。現地通貨建て債券のリスク調整後利回りは、7.1％近辺（10

年国債、11月末現在）であり、引き続き魅力的と考えています。 

中国経済は、依然としてソフトランディングの状態にありますが、当局の政策支援によって経済成長の鈍化

は部分的に相殺されると考えます。一方、米国との貿易を巡る緊張の高まりに加え香港での民主化運動を巡っ

て続いている緊張が、引き続きリスクとなっています。しかし、同国は外生的な金融危機がなければ、深刻な

景気減速を回避するための財政出動を行うことが可能であると考えます。同国は、財政、為替、銀行システム、

引いては経済成長を管理する様々な手段を有しています。中国政府は短期的な経済安定を維持するための様々

な政策手段は持ち合わせているものの、長期的な安定の維持は難しいと思われます。継続中の構造改革こそ

が、同国にとって長期的に必要なものであると考えます。 

 

○運用方針 

全体として、ポートフォリオのデュレーションを短めに維持し、米国国債に対するマイナスデュレーション

のポジションを維持してまいります。米国国債の発行増、赤字財政支出の増加、インフレ上昇圧力により、特

に長期ゾーンの米国国債の利回りは上昇するとみています。また、新興国の中でもファンダメンタルズが健全

もしくは改善しつつあり、魅力的なリスク調整後リターンが期待できる現地通貨建て債券を選別的に保有し

ています。引き続き外需への依存度が低く、内需主導の経済構造を持ち、また一貫した適切な金融政策を実行

できる信頼性の高い中央銀行を持つ国を選好します。世界の債券市場の中で、一部の現地通貨建て債券市場

は、過小評価されており、利回りは魅力的な水準にあると考えます。また、円、ノルウェークローネ、スウェー

デンクローナなど安全資産とみなされる資産の買建ポジションを増やしています。 

一方、ユーロと豪ドルの売建を維持しています。中国経済の動向や商品市況など含め、新興国市場の市場リ

スクに対するヘッジとして、豪ドルの売建を維持しています。また、米ドルが幅広い通貨に対して上昇するこ

とやユーロ圏における政治的、構造的リスクへのヘッジとして、ユーロの売建を維持しています。円について

は、日米の金融政策の方向性の乖離が小さくなっていることや、今後数四半期においてグローバルでリスク回

避姿勢が強まった場合に円高が進展する可能性があることから、買建としています。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 57  0.536  (a)信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (12)  (0.110)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (44)  (0.412)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.004   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.004)  その他費用 
・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ・その他は、金銭信託預入に係る手数料等 

 合 計 57   0.540    

期中の平均基準価額は、10,665円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五

入してあります。 

 

  

〔期中のその他費用〕 

〔期中の平均受益権口数〕
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○売買及び取引の状況 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY-H1 

194,182 156,450 338,421 268,500  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2019年12月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 2,703,566 2,703,566 2,849 0.1 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY-H1 

5,919,461 5,775,222 4,512,816 99.3 

合 計 8,623,027 8,478,788 4,515,666 99.4 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 
 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2019年12月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,849 0.1 

投資証券 4,512,816 98.4 

コール・ローン等、その他 69,425 1.5 

投資信託財産総額 4,585,090 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年12月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,585,090,998   

 コール・ローン等 69,424,840   

 投資信託受益証券(評価額) 2,849,288   

 投資証券(評価額) 4,512,816,870   

(B) 負債 41,402,675   

 未払収益分配金 4,336,389   

 未払解約金 11,454,111   

 未払信託報酬 25,427,774   

 未払利息 190   

 その他未払費用 184,211   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,543,688,323   

 元本 4,336,389,090   

 次期繰越損益金 207,299,233   

(D) 受益権総口数 4,336,389,090口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,478円 
 
 

○損益の状況 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 137,728,420   

 受取配当金 137,760,286   

 支払利息 △       31,866   

(B) 有価証券売買損益 △  333,715,130   

 売買益 17,613,929   

 売買損 △  351,329,059   

(C) 信託報酬等 △   25,615,094   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  221,601,804   

(E) 前期繰越損益金 58,547,676   

(F) 追加信託差損益金 374,689,750   

 (配当等相当額) (    682,502,307)  

 (売買損益相当額) (△  307,812,557)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 211,635,622   

(H) 収益分配金 △    4,336,389   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 207,299,233   

 追加信託差損益金 374,689,750   

 (配当等相当額) (    682,502,307)  

 (売買損益相当額) (△  307,812,557)  

 分配準備積立金 983,835,887   

 繰越損益金 △1,151,226,404   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

 
＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１）期首元本額は4,584,371,904円、期中追加設定元本額は43,527,048円、期中一部解約元本額は291,509,862円です。 

（２）期末における１口当たり純資産額は1.0478円です。 

 

（分配金の計算過程） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（112,113,326円）、解約に伴う当期純損益金額

分配後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（682,502,307円）及び

分配準備積立金（876,058,950円）より、分配対象収益は、1,670,674,583円（１万口当たり3,852円）であり、うち4,336,389円（１万口当た

り10円）を分配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

14期(2017年12月20日) 15,479 10 0.6 98.7 5,774 

15期(2018年６月20日) 14,735 10 △4.7 98.8 5,145 

16期(2018年12月20日) 15,388 10 4.5 98.8 5,014 

17期(2019年６月20日) 15,190 10 △1.2 98.7 4,776 

18期(2019年12月20日) 14,830 10 △2.3 99.4 4,452 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 

 

○当期中の基準価額の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2019年６月20日 15,190 － 98.7 

６月末 15,096 △0.6 98.6 

７月末 15,451 1.7 98.7 

８月末 14,325 △5.7 98.5 

９月末 14,637 △3.6 98.6 

10月末 14,735 △3.0 98.8 

11月末 14,765 △2.8 99.3 

(期  末)    

2019年12月20日 14,840 △2.3 99.4 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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○運用経過 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2019年６月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY」（以下、ＪＰＹクラスといいます。）の分配金再投資基準価額が値下が

りしたことから、当ファンドの分配金再投資基準価額は下落しました。詳しくは後掲の「■投資環境」をご参

照ください。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 

・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

 

 

（債券市場） 

当期、米国では、米中貿易摩擦の激化や世界的な景気減速の懸念を受け、米国10年国債利回りは低下（債券

価格は上昇）しました。また、新興国の長期金利の利回りも全般に低下しました。 

米国の債券市場では、期首から2019年７月下旬にかけては、米国10年国債利回りは概ね2.0％台で推移して

いましたが、８月初に米国が中国製品への制裁関税「第４弾」を発表したことを受けて米中貿易摩擦激化への

懸念が高まったことなどから、利回りは８月末にかけて1.4％台まで大幅に低下しました。９月以降は、米中

貿易交渉の進展期待や堅調な米国経済指標の発表を受け、利回りは終始上昇基調が続いたものの、結局、米国

10年国債利回りは、期首を下回る1.9％台前半で期末を迎えました。 

当期、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）は2019年７月開催の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で10年半ぶりと

なる利下げ（0.25％）を実施し、その後も９月と10月にそれぞれ0.25％の利下げを行いました。 

欧州の債券市場では、欧州の景気減速懸念が強まるなか、英国の欧州連合（ＥＵ）離脱（ブレグジット）を

巡る混迷やイタリアの財政問題に対する懸念などから、ドイツ10年国債利回りは期首の－0.3％台前半からや

や上昇し－0.2％台半ばで期末を迎えました。 

新興国の債券市場では、主要先進国が金融緩和姿勢に転じたことや世界的な景気減速懸念が強まるなか、長

期金利の利回りは全般に低下しました。 

 

（外国為替市場） 

当期、米ドルの対円相場は期首の１米ドル107円台前半から109円台半ばへとドル高円安となりました。 

期首から2019年７月下旬にかけては、米国で雇用統計や消費関連を中心に好調な経済指標が発表されたこ

となどを受け、１米ドル108円台後半までドル高円安が進んだものの、８月初に米国が中国製品への制裁関税

「第４弾」を発表したことなどから、投資家のリスク回避姿勢が強まり、８月末にかけて１米ドル105円台まで

円高ドル安が進行しました。 

９月以降は、米中通商協議の進展や良好な経済指標などを受けて概ね米ドルが強含む展開が継続し、結局、

米ドルの対円相場は期首を上回る109円台半ばで期末を迎えました。 

ユーロは、米ドルに対しては軟調となりましたが、円に対しては期首とほぼ同水準で期末を迎えました。ま

た、新興国通貨は全般にまちまちな展開となりました。 

 

  

投資環境 
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（テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」を高位に組入れました。また、「日本短期債券ファ

ンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

当期末の組入比率は、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」が99.1％、「日本短

期債券ファンド（適格機関投資家限定）」が0.3％となりました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、日本19.1％、ブラジル11.8％、韓国10.2％、インド9.7％、メキシコ9.6％

となりました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、米ドル72.0％、円41.3％、ブラジルレアル11.8％となる一方で、ユーロ－40.3％、

豪ドル－16.3％となりました。 

 

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格69.1％、非投資適格14.8％、その他16.1％となりました。 

 

（2019年11月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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当期の収益分配につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して次表の通りとさせていただきました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第18期 

2019年６月21日～ 
2019年12月20日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.067％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 8,198  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」および「日本短期債券ファンド（適格機関投資

家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」への投資比率

は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

○市場見通し（2019年11月末時点） 

地政学リスクと貿易摩擦、ポピュリズムと政治の二極化、先進国の歯止めなき財政ファイナンス、低金利と

インフレリスクの過小評価、リスク資産の過大評価等々、現在様々な要因が金融市場に影響を及ぼしているな

か、金融市場はこれらの要因から生じるリスクに対し、脆弱であると考えています。ファンドでは、引き続き

金利リスクに対するヘッジとして、長期ゾーンの米国国債に対するマイナスデュレーションのポジションを

維持し、特定の新興国市場のポジションを減らしています。 

欧州では、製造業や投資が低迷し、経済成長に減速の兆しが見られます。コア消費者物価指数に基づくイン

フレ率は2019年11月、前年比＋1.3％と低水準にとどまりました。９月に欧州中央銀行（ＥＣＢ）は2020年の

経済成長見通しおよびインフレ見通しを下方修正し、国内総生産（ＧＤＰ）成長率はこれまでの＋1.4％から

＋1.2％、インフレ率は1.4％から1.0％へとそれぞれ引き下げました。ＥＣＢはインフレ率が目標である２％

分配金 
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に近づくまでは量的緩和（ＱＥ）プログラムを継続すると示唆していることから、2020年はＱＥ継続が必要な

状況になるとの見方をしているようです。ユーロ圏の経済成長は米国よりも軟調な見通しとなることに加え、

金利格差を勘案すると、今後もユーロは米ドルに対し軟調に推移するものと考えます。また、ユーロは、イタ

リアの債務拡大および同国の銀行部門への懸念といった様々な構造的な政治リスクに対し脆弱な状況です。

ブレグジット問題も依然欧州圏内の不透明感に繋がっています。11月には、ＥＣＢ総裁にラガルド氏が着任し

たことに加え、欧州委員会の委員長にドイツ国防相のライエン氏が就くなど、欧州のリーダーの交代が相次ぎ

ました。 

新興国市場では、一部の新興国の中に、国内経済が堅調で、貿易の混乱を含むグローバルなショックに対す

る対応力を示してきた国が見られます。特定の新興国、すなわち、外部ショックに対して比較的強靭で、より

内需主導型の経済構造を持つ国、正統的な財政・金融政策を行っている国に注目しています。20年前であれば、

これらの新興国の多くは、保護貿易主義の動き、商品価格の下落、為替の大幅変動が同時に発生すれば、その

状況を克服することは困難であったかもしれません。しかし、今日では、こうした外部ショックへの脆弱性を

大幅に低減させている国も見られます。足元では新興国全般に対しやや慎重なスタンスにシフトしています

が、一部の新興国市場の資産価格は上昇余地があるとみており、選別的に投資していく方針です。 

ブラジルでは、2019年10月に年金改革法案が上院で可決されました。これにより、財政負担が今後10年間で

総額8,000億ブラジルレアル抑えられる見通しで、テメル前大統領の改革法案の約２倍規模の削減となります。

財政が安定化することで、他の重要な分野への投資拡大が見込まれます。またこの改革により企業部門の環境

やセンチメントも改善され、足元では停滞している内需の拡大も期待されます。年金改革法案が可決されたこ

とで、議会では今後、税制、国営企業の民営化、貿易などの分野における追加の財政改革に重点的に取り組む

ことが必要となってきます。総じて、ブラジルには過去の国家による介入政策の失敗を乗り越え、国を前進さ

せようという強い政治的意思が見られます。現在進行している構造改革は、国内経済の成長を後押しすること

が見込まれます。ブラジルの中央銀行は正統的な政策を実施し、かつ独立性を保っており、財務省も適切な政

策に取り組んでおり、ブラジルのファンダメンタルズは引き続き改善傾向にあります。現地通貨建て債券のリ

スク調整後利回りは、6.9％近辺（10年国債、11月末現在）であり、引き続き魅力的と考えています。 

メキシコは、ここ数年進められてきた財政再建の流れを維持すると考えます。米国トランプ大統領が散発的

に発する関税発動の恐れはリスク要因として残るものの、米国とメキシコの強固なサプライチェーンに鑑み、

深刻な貿易摩擦は回避できるとみています。運用チームでは引き続き、現政権の政策課題への取り組みを注意

深く評価・分析していますが、今のところ、中央銀行の独立性は保たれ、2020年の合理的な予算案のもと、体

制面は引き続き強固です。メキシコ経済は、海外および国内要因（原油生産量の落ち込みなど）双方からの影

響を受け、やや減速していますが、メキシコ銀行（中央銀行）は景気の下支えのため利下げに動いています。

今後も追加利下げが行われると予想しています。現地通貨建て債券の短期ゾーンのリスク調整後利回りは

6.9％近辺（１年満期、11月末現在）と、引き続き魅力的と考えています。一方、メキシコペソについては、

複数の不透明要因があるとみて、通貨エクスポージャーを以前に比べ低下させています。 

インドネシアでは、2019年４月の大統領選挙で現職のジョコ・ウィドド大統領が勝利したことから、現在進

行中の政策の持続性、適正かつ安定的な政策運営の継続が見込まれます。インドネシア政府は経済成長を促進

するため、新たなインフラ投資計画を発表しました。2019年７-９月期の実質ＧＤＰの伸び率が5.0％以上を維

持するなど、力強い経済成長が続いています。インドネシアの経済構造は、経済成長要因の分散化と国内の経

済開発の加速を目指した過去10年に亘る構造改革の恩恵を受けています。同国はここ数年、政策の一貫性と透
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明性の向上による恩恵を受けています。適切かつ正統的な政策の一例として、インドネシアの中央銀行は全般

的な米ドル高に対し自国通貨を防衛する目的で、2018年５月から11月にかけ、政策金利を175bp（1.75％）引

き上げました。ＦＲＢが金融緩和へシフトしたことにより、インドネシア銀行（中央銀行）は2019年７月から

４ヵ月連続で政策金利の引き下げを行っています。現地通貨建て債券のリスク調整後利回りは、7.1％近辺（10

年国債、11月末現在）であり、引き続き魅力的と考えています。 

中国経済は、依然としてソフトランディングの状態にありますが、当局の政策支援によって経済成長の鈍化

は部分的に相殺されると考えます。一方、米国との貿易を巡る緊張の高まりに加え香港での民主化運動を巡っ

て続いている緊張が、引き続きリスクとなっています。しかし、同国は外生的な金融危機がなければ、深刻な

景気減速を回避するための財政出動を行うことが可能であると考えます。同国は、財政、為替、銀行システム、

引いては経済成長を管理する様々な手段を有しています。中国政府は短期的な経済安定を維持するための様々

な政策手段は持ち合わせているものの、長期的な安定の維持は難しいと思われます。継続中の構造改革こそ

が、同国にとって長期的に必要なものであると考えます。 

 

○運用方針 

全体として、ポートフォリオのデュレーションを短めに維持し、米国国債に対するマイナスデュレーション

のポジションを維持してまいります。米国国債の発行増、赤字財政支出の増加、インフレ上昇圧力により、特

に長期ゾーンの米国国債の利回りは上昇するとみています。また、新興国の中でもファンダメンタルズが健全

もしくは改善しつつあり、魅力的なリスク調整後リターンが期待できる現地通貨建て債券を選別的に保有し

ています。引き続き外需への依存度が低く、内需主導の経済構造を持ち、また一貫した適切な金融政策を実行

できる信頼性の高い中央銀行を持つ国を選好します。世界の債券市場の中で、一部の現地通貨建て債券市場

は、過小評価されており、利回りは魅力的な水準にあると考えます。また、円、ノルウェークローネ、スウェー

デンクローナなど安全資産とみなされる資産の買建ポジションを増やしています。 

一方、ユーロと豪ドルの売建を維持しています。中国経済の動向や商品市況など含め、新興国市場の市場リ

スクに対するヘッジとして、豪ドルの売建を維持しています。また、米ドルが幅広い通貨に対して上昇するこ

とやユーロ圏における政治的、構造的リスクへのヘッジとして、ユーロの売建を維持しています。円について

は、日米の金融政策の方向性の乖離が小さくなっていることや、今後数四半期においてグローバルでリスク回

避姿勢が強まった場合に円高が進展する可能性があることから、買建としています。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○１万口当たりの費用明細 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 80  0.536  (a)信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (16)  (0.110)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (61)  (0.412)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.004   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.004)  その他費用 
・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ・その他は、金銭信託預入に係る手数料等 

 合 計 81   0.540    

期中の平均基準価額は、14,834円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五

入してあります。 

 

  

〔期中のその他費用〕 

〔期中の平均受益権口数〕
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○売買及び取引の状況 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

128,901 141,415 189,610 206,500  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2019年12月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 11,202,737 11,202,737 11,806 0.3 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

4,117,741 4,057,033 4,413,768 99.1 

合 計 15,320,478 15,259,770 4,425,574 99.4 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 
 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2019年12月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 11,806 0.3 

投資証券 4,413,768 98.4 

コール・ローン等、その他 61,967 1.3 

投資信託財産総額 4,487,541 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年12月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,487,541,902   

 コール・ローン等 61,967,222   

 投資信託受益証券(評価額) 11,806,564   

 投資証券(評価額) 4,413,768,116   

(B) 負債 34,822,898   

 未払収益分配金 3,002,477   

 未払解約金 7,293,521   

 未払信託報酬 24,350,183   

 未払利息 169   

 その他未払費用 176,548   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,452,719,004   

 元本 3,002,477,506   

 次期繰越損益金 1,450,241,498   

(D) 受益権総口数 3,002,477,506口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,830円 
 
 

○損益の状況 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 130,531,762   

 受取配当金 130,563,964   

 支払利息 △       32,202   

(B) 有価証券売買損益 △  208,542,083   

 売買益 15,123,288   

 売買損 △  223,665,371   

(C) 信託報酬等 △   24,529,823   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  102,540,144   

(E) 前期繰越損益金 237,054,536   

(F) 追加信託差損益金 1,318,729,583   

 (配当等相当額) (  1,001,493,206)  

 (売買損益相当額) (    317,236,377)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,453,243,975   

(H) 収益分配金 △    3,002,477   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,450,241,498   

 追加信託差損益金 1,318,729,583   

 (配当等相当額) (  1,001,493,206)  

 (売買損益相当額) (    317,236,377)  

 分配準備積立金 1,460,053,517   

 繰越損益金 △1,328,541,602   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

 
＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１）期首元本額は3,144,263,039円、期中追加設定元本額は73,054,162円、期中一部解約元本額は214,839,695円です。 

（２）期末における１口当たり純資産額は1.4830円です。 

 

（分配金の計算過程） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（106,001,939円）、解約に伴う当期純損益金額

分配後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（1,001,493,206円）及

び分配準備積立金（1,357,054,055円）より、分配対象収益は、2,464,549,200円（１万口当たり8,208円）であり、うち3,002,477円（１万口

当たり10円）を分配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース 
 

○ 近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

 78期(2017年７月20日) 13,624 50 0.4 98.7 803 

 79期(2017年８月21日) 13,043 50 △3.9 98.7 760 

 80期(2017年９月20日) 13,442 50 3.4 99.1 769 

 81期(2017年10月20日) 13,446 50 0.4 99.8 707 

 82期(2017年11月20日) 13,285 50 △0.8 98.7 866 

 83期(2017年12月20日) 13,395 50 1.2 97.7 873 

 84期(2018年１月22日) 13,174 50 △1.3 98.8 859 

 85期(2018年２月20日) 12,402 50 △5.5 98.7 711 

 86期(2018年３月20日) 12,255 50 △0.8 99.2 662 

 87期(2018年４月20日) 12,502 50 2.4 98.7 676 

 88期(2018年５月21日) 12,670 50 1.7 98.7 681 

 89期(2018年６月20日) 12,449 50 △1.3 98.7 670 

 90期(2018年７月20日) 12,871 50 3.8 98.8 692 

 91期(2018年８月20日) 12,516 50 △2.4 98.7 662 

 92期(2018年９月20日) 12,422 50 △0.4 98.7 639 

 93期(2018年10月22日) 12,801 50 3.5 98.8 653 

 94期(2018年11月20日) 12,725 50 △0.2 98.7 647 

 95期(2018年12月20日) 12,707 50 0.3 98.8 647 

 96期(2019年１月21日) 12,593 50 △0.5 98.7 632 

 97期(2019年２月20日) 12,686 50 1.1 98.6 373 

 98期(2019年３月20日) 12,783 50 1.2 98.7 374 

 99期(2019年４月22日) 12,859 50 1.0 98.6 375 

100期(2019年５月20日) 12,353 50 △3.5 98.4 344 

101期(2019年６月20日) 12,225 50 △0.6 98.7 344 

102期(2019年７月22日) 12,320 50 1.2 98.7 297 

103期(2019年８月20日) 11,624 50 △5.2 98.8 272 

104期(2019年９月20日) 11,629 50 0.5 98.9 269 

105期(2019年10月21日) 11,591 50 0.1 98.8 267 

106期(2019年11月20日) 11,563 50 0.2 98.8 266 

107期(2019年12月20日) 11,660 50 1.3 98.9 251 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 
（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 
（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 
  



品 名：03_90087_700004-005-006_018_04_テンプルトン世界債券ファンド限定為替ヘッジコース※合冊_801821.docx 

日 時：2020/2/7 17:53:00 

ページ：28 

－ 28 － 

○当作成期中の基準価額の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第102期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2019年６月20日 12,225 － 98.7 

６月末 12,152 △0.6 98.7 

(期  末)    

2019年７月22日 12,370 1.2 98.7 

第103期 

(期  首)    

2019年７月22日 12,320 － 98.7 

７月末 12,404 0.7 98.6 

(期  末)    

2019年８月20日 11,674 △5.2 98.8 

第104期 

(期  首)    

2019年８月20日 11,624 － 98.8 

８月末 11,450 △1.5 98.7 

(期  末)    

2019年９月20日 11,679 0.5 98.9 

第105期 

(期  首)    

2019年９月20日 11,629 － 98.9 

９月末 11,648 0.2 98.8 

(期  末)    

2019年10月21日 11,641 0.1 98.8 

第106期 

(期  首)    

2019年10月21日 11,591 － 98.8 

10月末 11,675 0.7 98.7 

(期  末)    

2019年11月20日 11,613 0.2 98.8 

第107期 

(期  首)    

2019年11月20日 11,563 － 98.8 

11月末 11,650 0.8 98.5 

(期  末)    

2019年12月20日 11,710 1.3 98.9 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

○運用経過 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2019年６月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY」（以下、ＪＰＹクラスといいます。）の分配金再投資基準価額が値下が

りしたことから、当ファンドの分配金再投資基準価額は下落しました。詳しくは後掲の「■投資環境」をご参

照ください。 

 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 

・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

 

 

（債券市場） 

当作成期、米国では、米中貿易摩擦の激化や世界的な景気減速の懸念を受け、米国10年国債利回りは低下

（債券価格は上昇）しました。また、新興国の長期金利の利回りも全般に低下しました。 

米国の債券市場では、当作成期首から2019年７月下旬にかけては、米国10年国債利回りは概ね2.0％台で推

移していましたが、８月初に米国が中国製品への制裁関税「第４弾」を発表したことを受けて米中貿易摩擦激

化への懸念が高まったことなどから、利回りは1.4％台まで大幅に低下しました。９月に入り、中旬にかけて

は、米中貿易交渉の進展期待や堅調な米国経済指標の発表を受け、利回りは終始上昇基調が続いたものの、結

局、米国10年国債利回りは当作成期首を下回る1.9％台前半で当作成期末を迎えました。 

当作成期、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）は2019年７月開催の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で10年半ぶ

りとなる利下げ（0.25％）を実施し、その後も９月と10月にそれぞれ0.25％の利下げを行いました。 

欧州の債券市場では、欧州の景気減速懸念が強まるなか、英国の欧州連合（ＥＵ）離脱（ブレグジット）を

巡る混迷やイタリアの財政問題に対する懸念などから、ドイツ10年国債利回りは当作成期首の－0.3％台前半

からやや上昇し－0.2％台半ばで当作成期末を迎えました。 

新興国の債券市場では、主要先進国が金融緩和姿勢に転じたことや世界的な景気減速懸念が強まるなか、長

期金利の利回りは全般に低下しました。 

 

（外国為替市場） 

当作成期、米ドルの対円相場は当作成期首の１米ドル107円台前半から109円台半ばへとドル高円安となり

ました。 

当作成期首から2019年７月下旬にかけては、米国で雇用統計や消費関連を中心に好調な経済指標が発表さ

れたことなどを受け、１米ドル108円台後半までドル高円安が進んだものの、８月初に米国が中国製品への制

裁関税「第４弾」を発表したことなどから、投資家のリスク回避姿勢が強まり、８月末にかけて１米ドル105

円台まで円高ドル安が進行しました。 

９月以降は、米中通商協議の進展や良好な経済指標などを受けて概ね米ドルが強含む展開が継続し、結局、

米ドルの対円相場は作成期首を上回る109円台半ばで当作成期末を迎えました。 

ユーロは、米ドルに対しては軟調となりましたが、円に対しては作成期首とほぼ同水準で当作成期末を迎え

ました。また、新興国通貨は全般にまちまちな展開となりました。 

 

  

投資環境 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

 

（テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針に

もとづき、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」を高位に組入れました。また、「日

本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

当作成期末の組入比率は、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」が98.5％、「日

本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」が0.3％となりました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、日本19.1％、ブラジル11.8％、韓国10.2％、インド9.7％、メキシコ9.6％

となりました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、米ドル72.0％、円41.3％、ブラジルレアル11.8％となる一方で、ユーロ－40.3％、

豪ドル－16.3％となりました。 

 

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格69.1％、非投資適格14.8％、その他16.1％となりました。 

 

（2019年11月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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当作成期の収益分配は次表の通りです。第102期から第106期については、配当等収益を中心に分配を行いま

した。第107期につきましては、配当等収益に加え、基準価額の水準、市況動向等を勘案して決定いたしました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第102期 第103期 第104期 第105期 第106期 第107期 

2019年６月21日～ 
2019年７月22日 

2019年７月23日～ 
2019年８月20日 

2019年８月21日～ 
2019年９月20日 

2019年９月21日～ 
2019年10月21日 

2019年10月22日～ 
2019年11月20日 

2019年11月21日～ 
2019年12月20日 

当期分配金 50  50  50  50  50  50  

(対基準価額比率) 0.404％ 0.428％ 0.428％ 0.430％ 0.431％ 0.427％ 

 当期の収益 50  50  50  43  33  44  

 当期の収益以外 －  －  －  6  16  5  

翌期繰越分配対象額 6,871  6,882  6,885  6,878  6,862  6,856  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針に

もとづき、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」および「日本短期債券ファンド（適

格機関投資家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」へ

の投資比率は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

○市場見通し（2019年11月末時点） 

地政学リスクと貿易摩擦、ポピュリズムと政治の二極化、先進国の歯止めなき財政ファイナンス、低金利と

インフレリスクの過小評価、リスク資産の過大評価等々、現在様々な要因が金融市場に影響を及ぼしているな

か、金融市場はこれらの要因から生じるリスクに対し、脆弱であると考えています。ファンドでは、引き続き

金利リスクに対するヘッジとして、長期ゾーンの米国国債に対するマイナスデュレーションのポジションを

維持し、特定の新興国市場のポジションを減らしています。 

欧州では、製造業や投資が低迷し、経済成長に減速の兆しが見られます。コア消費者物価指数に基づくイン

フレ率は2019年11月、前年比＋1.3％と低水準にとどまりました。９月に欧州中央銀行（ＥＣＢ）は2020年の

経済成長見通しおよびインフレ見通しを下方修正し、国内総生産（ＧＤＰ）成長率はこれまでの＋1.4％から

分配金 



品 名：03_90087_700004-005-006_018_04_テンプルトン世界債券ファンド限定為替ヘッジコース※合冊_801821.docx 

日 時：2020/2/7 17:53:00 

ページ：33 

－ 33 － 

テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

＋1.2％、インフレ率は1.4％から1.0％へとそれぞれ引き下げました。ＥＣＢはインフレ率が目標である２％

に近づくまでは量的緩和（ＱＥ）プログラムを継続すると示唆していることから、2020年はＱＥ継続が必要な

状況になるとの見方をしているようです。ユーロ圏の経済成長は米国よりも軟調な見通しとなることに加え、

金利格差を勘案すると、今後もユーロは米ドルに対し軟調に推移するものと考えます。また、ユーロは、イタ

リアの債務拡大および同国の銀行部門への懸念といった様々な構造的な政治リスクに対し脆弱な状況です。

ブレグジット問題も依然欧州圏内の不透明感に繋がっています。11月には、ＥＣＢ総裁にラガルド氏が着任し

たことに加え、欧州委員会の委員長にドイツ国防相のライエン氏が就くなど、欧州のリーダーの交代が相次ぎ

ました。 

新興国市場では、一部の新興国の中に、国内経済が堅調で、貿易の混乱を含むグローバルなショックに対す

る対応力を示してきた国が見られます。特定の新興国、すなわち、外部ショックに対して比較的強靭で、より

内需主導型の経済構造を持つ国、正統的な財政・金融政策を行っている国に注目しています。20年前であれば、

これらの新興国の多くは、保護貿易主義の動き、商品価格の下落、為替の大幅変動が同時に発生すれば、その

状況を克服することは困難であったかもしれません。しかし、今日では、こうした外部ショックへの脆弱性を

大幅に低減させている国も見られます。足元では新興国全般に対しやや慎重なスタンスにシフトしています

が、一部の新興国市場の資産価格は上昇余地があるとみており、選別的に投資していく方針です。 

ブラジルでは、2019年10月に年金改革法案が上院で可決されました。これにより、財政負担が今後10年間で

総額8,000億ブラジルレアル抑えられる見通しで、テメル前大統領の改革法案の約２倍規模の削減となります。

財政が安定化することで、他の重要な分野への投資拡大が見込まれます。またこの改革により企業部門の環境

やセンチメントも改善され、足元では停滞している内需の拡大も期待されます。年金改革法案が可決されたこ

とで、議会では今後、税制、国営企業の民営化、貿易などの分野における追加の財政改革に重点的に取り組む

ことが必要となってきます。総じて、ブラジルには過去の国家による介入政策の失敗を乗り越え、国を前進さ

せようという強い政治的意思が見られます。現在進行している構造改革は、国内経済の成長を後押しすること

が見込まれます。ブラジルの中央銀行は正統的な政策を実施し、かつ独立性を保っており、財務省も適切な政

策に取り組んでおり、ブラジルのファンダメンタルズは引き続き改善傾向にあります。現地通貨建て債券のリ

スク調整後利回りは、6.9％近辺（10年国債、11月末現在）であり、引き続き魅力的と考えています。 

メキシコは、ここ数年進められてきた財政再建の流れを維持すると考えます。米国トランプ大統領が散発的

に発する関税発動の恐れはリスク要因として残るものの、米国とメキシコの強固なサプライチェーンに鑑み、

深刻な貿易摩擦は回避できるとみています。運用チームでは引き続き、現政権の政策課題への取り組みを注意

深く評価・分析していますが、今のところ、中央銀行の独立性は保たれ、2020年の合理的な予算案のもと、体

制面は引き続き強固です。メキシコ経済は、海外および国内要因（原油生産量の落ち込みなど）双方からの影

響を受け、やや減速していますが、メキシコ銀行（中央銀行）は景気の下支えのため利下げに動いています。

今後も追加利下げが行われると予想しています。現地通貨建て債券の短期ゾーンのリスク調整後利回りは

6.9％近辺（１年満期、11月末現在）と、引き続き魅力的と考えています。一方、メキシコペソについては、

複数の不透明要因があるとみて、通貨エクスポージャーを以前に比べ低下させています。 

インドネシアでは、2019年４月の大統領選挙で現職のジョコ・ウィドド大統領が勝利したことから、現在進

行中の政策の持続性、適正かつ安定的な政策運営の継続が見込まれます。インドネシア政府は経済成長を促進

するため、新たなインフラ投資計画を発表しました。2019年７-９月期の実質ＧＤＰの伸び率が5.0％以上を維

持するなど、力強い経済成長が続いています。インドネシアの経済構造は、経済成長要因の分散化と国内の経
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済開発の加速を目指した過去10年に亘る構造改革の恩恵を受けています。同国はここ数年、政策の一貫性と透

明性の向上による恩恵を受けています。適切かつ正統的な政策の一例として、インドネシアの中央銀行は全般

的な米ドル高に対し自国通貨を防衛する目的で、2018年５月から11月にかけ、政策金利を175bp（1.75％）引

き上げました。ＦＲＢが金融緩和へシフトしたことにより、インドネシア銀行（中央銀行）は2019年７月から

４ヵ月連続で政策金利の引き下げを行っています。現地通貨建て債券のリスク調整後利回りは、7.1％近辺（10

年国債、11月末現在）であり、引き続き魅力的と考えています。 

中国経済は、依然としてソフトランディングの状態にありますが、当局の政策支援によって経済成長の鈍化

は部分的に相殺されると考えます。一方、米国との貿易を巡る緊張の高まりに加え香港での民主化運動を巡っ

て続いている緊張が、引き続きリスクとなっています。しかし、同国は外生的な金融危機がなければ、深刻な

景気減速を回避するための財政出動を行うことが可能であると考えます。同国は、財政、為替、銀行システム、

引いては経済成長を管理する様々な手段を有しています。中国政府は短期的な経済安定を維持するための様々

な政策手段は持ち合わせているものの、長期的な安定の維持は難しいと思われます。継続中の構造改革こそ

が、同国にとって長期的に必要なものであると考えます。 

 

○運用方針 

全体として、ポートフォリオのデュレーションを短めに維持し、米国国債に対するマイナスデュレーション

のポジションを維持してまいります。米国国債の発行増、赤字財政支出の増加、インフレ上昇圧力により、特

に長期ゾーンの米国国債の利回りは上昇するとみています。また、新興国の中でもファンダメンタルズが健全

もしくは改善しつつあり、魅力的なリスク調整後リターンが期待できる現地通貨建て債券を選別的に保有し

ています。引き続き外需への依存度が低く、内需主導の経済構造を持ち、また一貫した適切な金融政策を実行

できる信頼性の高い中央銀行を持つ国を選好します。世界の債券市場の中で、一部の現地通貨建て債券市場

は、過小評価されており、利回りは魅力的な水準にあると考えます。また、円、ノルウェークローネ、スウェー

デンクローナなど安全資産とみなされる資産の買建ポジションを増やしています。 

一方、ユーロと豪ドルの売建を維持しています。中国経済の動向や商品市況など含め、新興国市場の市場リ

スクに対するヘッジとして、豪ドルの売建を維持しています。また、米ドルが幅広い通貨に対して上昇するこ

とやユーロ圏における政治的、構造的リスクへのヘッジとして、ユーロの売建を維持しています。円について

は、日米の金融政策の方向性の乖離が小さくなっていることや、今後数四半期においてグローバルでリスク回

避姿勢が強まった場合に円高が進展する可能性があることから、買建としています。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

○１万口当たりの費用明細 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

項 目 
第102期～第107期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 63  0.536  (a)信託報酬＝〔作成期間の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (13)  (0.110)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (49)  (0.412)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.004   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.004)  その他費用 
・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ・その他は、金銭信託預入に係る手数料等 

 合 計 63   0.540    

作成期間の平均基準価額は、11,829円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四

捨五入してあります。 

 

  

〔作成期間のその他費用〕 

〔作成期間の平均受益権口数〕
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

○売買及び取引の状況 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

 

 

銘 柄 
第102期～第107期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

7,341 8,061 77,275 86,600  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2019年６月21日～2019年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2019年12月20日現在) 

 

銘 柄 
第101期末 第107期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 785,042 785,042 827 0.3 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

297,325 227,392 247,386 98.5 

合 計 1,082,367 1,012,434 248,213 98.9 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2019年12月20日現在) 

項 目 
第107期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 827 0.3 

投資証券 247,386 98.0 

コール・ローン等、その他 4,226 1.7 

投資信託財産総額 252,439 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第102期末 第103期末 第104期末 第105期末 第106期末 第107期末 

2019年７月22日現在 2019年８月20日現在 2019年９月20日現在 2019年10月21日現在 2019年11月20日現在 2019年12月20日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 298,598,526   273,808,699   271,025,998   269,570,345   268,362,918   252,439,823   

 コール・ローン等 5,388,865   3,783,238   3,521,886   5,555,412   4,600,319   4,225,859   

 投資信託受益証券(評価額) 827,983   828,690   828,611   827,983   827,826   827,355   

 投資証券(評価額) 292,381,678   268,196,771   265,675,501   263,186,950   262,934,773   247,386,609   

 未収入金 －   1,000,000   1,000,000   －   －   －   

(B) 負債 1,531,839   1,413,361   1,435,557   2,352,920   1,426,782   1,338,300   

 未払収益分配金 1,205,660   1,171,676   1,159,081   1,152,722   1,154,291   1,076,793   

 未払解約金 35,828   －   33,958   955,361   33,888   33,880   

 未払信託報酬 288,243   239,930   240,759   243,089   236,907   226,008   

 未払利息 14   10   9   11   11   11   

 その他未払費用 2,094   1,745   1,750   1,737   1,685   1,608   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 297,066,687   272,395,338   269,590,441   267,217,425   266,936,136   251,101,523   

 元本 241,132,080   234,335,385   231,816,376   230,544,548   230,858,358   215,358,753   

 次期繰越損益金 55,934,607   38,059,953   37,774,065   36,672,877   36,077,778   35,742,770   

(D) 受益権総口数 241,132,080口 234,335,385口 231,816,376口 230,544,548口 230,858,358口 215,358,753口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,320円 11,624円 11,629円 11,591円 11,563円 11,660円 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

○損益の状況 

項 目 
第102期 第103期 第104期 第105期 第106期 第107期 

2019年６月21日～ 
2019年７月22日 

2019年７月23日～ 
2019年８月20日 

2019年８月21日～ 
2019年９月20日 

2019年９月21日～ 
2019年10月21日 

2019年10月22日～ 
2019年11月20日 

2019年11月21日～ 
2019年12月20日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 1,663,042   1,648,284   1,461,044   1,238,856   1,022,366   1,021,562   

 受取配当金 1,663,659   1,648,677   1,461,361   1,239,143   1,022,573   1,021,880   

 支払利息 △        617   △        393   △        317   △        287   △        207   △        318   

(B) 有価証券売買損益 2,108,636   △ 16,523,655   64,904   △    735,205   △    275,720   2,369,791   

 売買益 2,149,177   305,978   90,660   4,633   837   2,429,834   

 売買損 △     40,541   △ 16,829,633   △     25,756   △    739,838   △    276,557   △     60,043   

(C) 信託報酬等 △    290,382   △    241,753   △    242,509   △    244,826   △    238,592   △    227,671   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,481,296   △ 15,117,124   1,283,439   258,825   508,054   3,163,682   

(E) 前期繰越損益金 △ 26,648,031   △ 23,635,683   △ 39,405,092   △ 38,998,035   △ 39,871,407   △ 37,723,181   

(F) 追加信託差損益金 80,307,002   77,984,436   77,054,799   76,564,809   76,595,422   71,379,062   

 (配当等相当額) (  134,143,964)  (  130,427,683)  (  129,095,621)  (  128,439,614)  (  128,671,186)  (  120,086,937)  

 (売買損益相当額) (△ 53,836,962)  (△ 52,443,247)  (△ 52,040,822)  (△ 51,874,805)  (△ 52,075,764)  (△ 48,707,875)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 57,140,267   39,231,629   38,933,146   37,825,599   37,232,069   36,819,563   

(H) 収益分配金 △  1,205,660   △  1,171,676   △  1,159,081   △  1,152,722   △  1,154,291   △  1,076,793   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 55,934,607   38,059,953   37,774,065   36,672,877   36,077,778   35,742,770   

 追加信託差損益金 80,307,002   77,984,436   77,054,799   76,564,809   76,595,422   71,379,062   

 (配当等相当額) (  134,143,964)  (  130,427,683)  (  129,095,621)  (  128,439,614)  (  128,671,186)  (  120,086,937)  

 (売買損益相当額) (△ 53,836,962)  (△ 52,443,247)  (△ 52,040,822)  (△ 51,874,805)  (△ 52,075,764)  (△ 48,707,875)  

 分配準備積立金 31,562,316   30,843,130   30,511,641   30,133,360   29,747,338   27,571,884   

 繰越損益金 △ 55,934,711   △ 70,767,613   △ 69,792,375   △ 70,025,292   △ 70,264,982   △ 63,208,176   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
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＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１） 第102期首元本額は282,099,938円、第102～107期中追加設定元本額は2,749,678円、第102～107期中一部解約元本額は69,490,863円です。 

（２） １口当たり純資産額は、第102期1.2320円、第103期1.1624円、第104期1.1629円、第105期1.1591円、第106期1.1563円、第107期1.1660

円です。 

 

（損益及び剰余金計算書関係） 

分配金の計算過程 

（１） 第102期（自2019年６月21日 至2019年７月22日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（1,535,013円）、解約に伴う当期純損益金額分

配後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（134,143,964円）及び分

配準備積立金（31,232,963円）より、分配対象収益は、166,911,940円（１万口当たり6,921円）であり、うち1,205,660円（１万口当たり50

円）を分配金額としております。 

（２） 第103期（自2019年７月23日 至2019年８月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（1,406,531円）、解約に伴う当期純損益金額分

配後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（130,427,683円）及び分

配準備積立金（30,608,275円）より、分配対象収益は、162,442,489円（１万口当たり6,932円）であり、うち1,171,676円（１万口当たり50

円）を分配金額としております。 

（３） 第104期（自2019年８月21日 至2019年９月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（1,228,842円）、解約に伴う当期純損益金額分

配後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（129,095,621円）及び分

配準備積立金（30,441,880円）より、分配対象収益は、160,766,343円（１万口当たり6,935円）であり、うち1,159,081円（１万口当たり50

円）を分配金額としております。 

（４） 第105期（自2019年９月21日 至2019年10月21日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（994,030円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（128,439,614円）及び分配

準備積立金（30,292,052円）より、分配対象収益は、159,725,696円（１万口当たり6,928円）であり、うち1,152,722円（１万口当たり50円）

を分配金額としております。 

（５）第106期（自2019年10月22日 至2019年11月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（783,774円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（128,671,186円）及び分配

準備積立金（30,117,855円）より、分配対象収益は、159,572,815円（１万口当たり6,912円）であり、うち1,154,291円（１万口当たり50円）

を分配金額としております。 

（６） 第107期（自2019年11月21日 至2019年12月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（952,987円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（120,086,937円）及び分配

準備積立金（27,695,690円）より、分配対象収益は、148,735,614円（１万口当たり6,906円）であり、うち1,076,793円（１万口当たり50円）

を分配金額としております。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

○分配金のお知らせ  

 第102期 第103期 第104期 第105期 第106期 第107期 

１万口当たり分配金（税込み） 50円 50円 50円 50円 50円 50円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

 



 

 

 

－ 42 －

04_外投_TMP_801821.indd   4204_外投_TMP_801821.indd   42 2020/02/07   17:40:062020/02/07   17:40:06



 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド

－ 43 －

04_外投_TMP_801821.indd   4304_外投_TMP_801821.indd   43 2020/02/07   17:40:072020/02/07   17:40:07



 － 44 －

04_外投_TMP_801821.indd   4404_外投_TMP_801821.indd   44 2020/02/07   17:40:072020/02/07   17:40:07



 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド

－ 45 －

04_外投_TMP_801821.indd   4504_外投_TMP_801821.indd   45 2020/02/07   17:40:072020/02/07   17:40:07



 － 46 －

04_外投_TMP_801821.indd   4604_外投_TMP_801821.indd   46 2020/02/07   17:40:072020/02/07   17:40:07



 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド

－ 47 －

04_外投_TMP_801821.indd   4704_外投_TMP_801821.indd   47 2020/02/07   17:40:072020/02/07   17:40:07



 － 48 －

04_外投_TMP_801821.indd   4804_外投_TMP_801821.indd   48 2020/02/07   17:40:082020/02/07   17:40:08



日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）

－ 49 －

05_添付ファンド_9pt_801821.indd   4905_添付ファンド_9pt_801821.indd   49 2020/02/07   17:40:492020/02/07   17:40:49



－ 50 －

05_添付ファンド_9pt_801821.indd   5005_添付ファンド_9pt_801821.indd   50 2020/02/07   17:40:492020/02/07   17:40:49



日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）

－ 51 －

05_添付ファンド_9pt_801821.indd   5105_添付ファンド_9pt_801821.indd   51 2020/02/07   17:40:502020/02/07   17:40:50



日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）

2018年７月24日～2019年７月22日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 15 0.140 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (11) (0.108) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 1) (0.011) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 2) (0.022) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.003 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) ( 0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 15 0.143

期中の平均基準価額は、10,542円です。
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